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Ⅰ 調査の概要 

Ⅰ-１．調査の目的と実施概要 

１．調査の概要 

○ 調査対象：町内在住の 18歳以上の方 

○ 調査期間：令和元年 7月 26日～令和元年 8月 23日 

○ 調査方法：町内会への回覧等により配付し、返信用封筒による郵送又は持参により回収 

○ 配付・回収： 

配付数 回収数 回収率 

2,102票 

（1,069世帯） 
341票 

16.2％ 

（31.9％） 

 

２．報告書のみかた 

この調査の分析結果を読む際の留意点は以下のとおりです。 

○ 「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 

○ 「n」は、「Number of case」の略で、構成比算出の母数を示しています。 

○ 百分比による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を 100％として算出し、

本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第 2位以下を四捨五入し、小数点第 1位

までを表記します。また、複数回答の設問では、すべての比率の合計が 100％を超えるこ

とがあります。 

○ 設問のなかには前問に答えた人のみが答える「限定設問」があり、表中の「回答者数」が

全体より少なくなる場合があります。 
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○ 図表中の「0.0」は四捨五入の結果または回答者が皆無であることをあらわします。 

○ 母数が 100未満の場合の百分率は、統計的誤差が大きい可能性が高いので数値の取扱いに

は特に注意が必要となります｡ 

○ 選択肢の語句が長い場合、本文中及び図表中では省略した表現を用いる場合があります。 
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Ⅱ 調査結果  

Ⅱ-１．ご本人（あなた）のことについて 

問1 あなたご自身のことについて、それぞれの項目ごとにあてはまる番号を選んでください。

（①～⑧のそれぞれ１つに○印） 

①年齢 

○ 回答者の年齢は、「60代」が 19.6％で最も高く、次いで「40代」（17.3％）、「50

代」（16.7％）と続いています。 

13.8 

15.8 

17.3 

16.7 

19.6 

16.1 

0.6 

0% 5% 10% 15% 20%

10・20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

ｎ=341

問1 ①年齢

 
②性別 

○ 回答者の性別は、「男性」が 57.8％、「女性」が 38.7％となっています。 

57.8 38.7 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

問1 ②性別

ｎｎ=341
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③居住地区 

○ 回答者の居住地区は、「幌延市街」が 73.0％で、全体の 7割以上を占めています。 

0.6 

0.6 

13.2 

1.2 

1.2 

2.6 

73.0 

6.2 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%

上問寒

中問寒

問寒別・雄興

開進

上幌延

下沼・浜里

幌延市街

北進・字幌延

無回答

ｎ=341

問1 ③居住地区

 

④職業 

○ 回答者の職業は、「その他サービス業等（公務員を含む）（勤務）」が 33.4％で最も

高く、次いで「主婦(夫)(パート含む)」（17.9％）、「無職」（16.1％）と続いています。 

6.2 

0.9 

0.9 

8.8 

0.6 

0.3 

1.8 

33.4 

17.9 

16.1 

10.6 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40%

農林水産業(自営)

農林水産業(勤務)

製造業・建設業(自営)

製造業・建設業(勤務)

卸小売、飲食業(自営)

卸小売、飲食業(勤務)

その他サービス業等(自営)

その他サービス業等(公務員を含む)(勤務)

主婦(夫)(パート含む)

無職

その他

無回答

ｎ=341

問1 ④職業
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⑤勤務先 

○ 回答者の勤務先は、「町内」が 67.2％、「町外」が 3.2％、「勤務していない」

（26.4％）となっています。 

67.2 3.2 26.4 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町内 町外 勤務していない 無回答

問1 ⑤勤務先

ｎｎ=341

 

 

 

⑥居住形態 

○ 回答者の居住形態は、「自家(持家)」（41.9％）と「社宅・公宅」（37.8％）がそれぞ

れ約 4割と高くなっています。 

 

41.9 

7.6 

10.9 

37.8 

0.9 

0.9 

0% 20% 40% 60%

自家(持家)

借家(アパート含む)・間借

公営住宅

社宅・公宅

その他

無回答

ｎ=341

問1 ⑥居住形態
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⑦出身地 

○ 回答者の出身地は、「道内の他の市町村から転入してきた」が 53.7％で最も高く、半

数以上を占めています。 

18.2 

13.8 

53.7 

13.8 

0.6 

0% 20% 40% 60%

幌延町に生まれてからずっと住んでいる

幌延町出身であるが町外での居住経験がある

道内の他の市町村から転入してきた

道外から転入してきた

無回答

ｎ=341

問1 ⑦出身地

 
 

 

⑧居住年数 

○ 回答者の幌延町での居住年数は、「10年未満」が 39.6％で最も高く、次いで「40年以

上」（31.4％）、「20年～29年」（10.0％）と続いています。 

 

39.6 

8.5 

10.0 

9.7 

31.4 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40%

10年未満

10年～19年

20年～29年

30年～39年

40年以上

無回答

ｎ=341

問1 ⑧居住年数
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Ⅱ-２．幌延町について 

問2 あなたは、幌延町が好きですか。（１つに○） 

○ 幌延町が好きかどうかについて、「好き」（28.7％）と「どちらかといえば好き」

（30.5％）を合わせた『好き』が 59.2％、「嫌い」（2.6％）と「どちらかといえば嫌い」

（5.9％）を合わせた『嫌い』が 8.5％、「どちらともいえない」が 32.0％となっています。 

○ 年齢別にみると、50代以上のほうが 40代以下と比べて「好き」の割合が高いほか、

10・20代では、『嫌い』が 2割以上と、他の年代に比べて高くなっています。 

○ 前回調査（「第５次幌延町総合計画後期基本計画 町民アンケート」（平成 25年 5月

実施）以下、同様。）の結果と大きな違いはみられません。 

 

28.7 

30.5 

5.9 

2.6 

32.0 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40%

好き

どちらかといえば好き

どちらかといえば嫌い

嫌い

どちらともいえない

無回答

ｎ=341

問2 幌延町が好きか
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■年齢別・性別集計 

（ｎ）

好き どちらか
といえば
好き

どちらか
といえば
嫌い

嫌い どちらと
もいえな
い

無回答

341 28.7% 30.5% 5.9% 2.6% 32.0% 0.3%

10・20代 47 23.4% 27.7% 14.9% 8.5% 25.5% 0.0%

30代 54 22.2% 38.9% 3.7% 0.0% 33.3% 1.9%

40代 59 23.7% 30.5% 10.2% 3.4% 32.2% 0.0%

50代 57 33.3% 31.6% 1.8% 3.5% 29.8% 0.0%

60代 67 32.8% 26.9% 0.0% 1.5% 38.8% 0.0%

70代以上 55 36.4% 27.3% 7.3% 0.0% 29.1% 0.0%

男性 197 31.0% 25.9% 5.6% 3.0% 34.0% 0.5%

女性 132 24.2% 38.6% 6.8% 2.3% 28.0% 0.0%

全体

性
別

年
齢

 

 

■前回調査との比較 

今回 前回 増減

好き 28.7% 25.3% 3.4

どちらかといえば好き 30.5% 31.3% -0.8

どちらかといえば嫌い 5.9% 10.1% -4.2

嫌い 2.6% 4.5% -1.9

どちらともいえない 32.0% 26.8% 5.2  

 

 

 

 

 

 

 

問 2付問 問２で選んだ理由を教えてください。 

○ その他・自由意見報告書参照 
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問3 あなたは、これからも幌延町に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 

○ 幌延町への定住意向について、「ずっと住み続けたい」が 24.9％、「当分の間は住み

続けたい」が 35.8％で、合わせると 6割以上の人が『住み続けたい』と回答しています。

「出来れば町外へ移転したい」（11.4％）と「ぜひ町外へ移転したい」（7.6％）を合わせ

た『移転したい』が 19.0％となっています。 

○ 年齢別にみると、60代以上では『住み続けたい』が 6～7割と高く、10・20代では『移

転したい』が 3割以上となっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「出来れば町外へ移転したい」がやや減少し、「わからな

い」がやや増加しています。 

 

24.9 

35.8 

11.4 

7.6 

19.6 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40%

ずっと住み続けたい

当分の間は住み続けたい

出来れば町外へ移転したい

ぜひ町外へ移転したい

わからない

無回答

ｎ=341

問3 これからも幌延町に住み続けたいと思うか
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■年齢別・性別集計 

（ｎ）

ずっと住
み続けた
い

当分の間
は住み続
けたい

出来れば
町外へ移
転したい

ぜひ町外
へ移転し
たい

わからな
い

無回答

341 24.9% 35.8% 11.4% 7.6% 19.6% 0.6%

10・20代 47 12.8% 38.3% 10.6% 21.3% 17.0% 0.0%

30代 54 7.4% 44.4% 16.7% 5.6% 25.9% 0.0%

40代 59 13.6% 42.4% 11.9% 11.9% 20.3% 0.0%

50代 57 15.8% 47.4% 15.8% 5.3% 15.8% 0.0%

60代 67 44.8% 25.4% 9.0% 1.5% 17.9% 1.5%

70代以上 55 50.9% 18.2% 5.5% 3.6% 20.0% 1.8%

男性 197 26.4% 34.0% 12.7% 8.1% 18.3% 0.5%

女性 132 21.2% 39.4% 9.8% 7.6% 21.2% 0.8%

全体

年
齢

性
別  

 

■前回調査との比較 

今回 前回 増減

ずっと住み続けたい 24.9% 24.2% 0.7

当分の間は住み続けたい 35.8% 37.4% -1.6

出来れば町外へ移転したい 11.4% 18.2% -6.8

ぜひ町外へ移転したい 7.6% 6.1% 1.5

わからない 19.6% 14.1% 5.5  
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問 3付問 問３で「３．」もしくは「４．」を選んだ方にうかがいます。 

町外へ移転したい理由は何ですか。（主なもの２つまで○） 

○ 『移転したい』と回答した人にその理由をうかがったところ、「買い物など生活の利便

が悪い」が 58.5％で最も高く、次いで「医療、福祉施設が不足している」（32.3％）、

「交通・通信の利便が悪い」（30.8％）と続いています。 

○ 年齢別にみると、特に 10・20代で「買い物など生活の利便が悪い」の割合が高くなっ

ています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「買い物など生活の利便が悪い」、「医療、福祉施設が不

足している」の割合は減少し、「交通・通信の利便が悪い」、「スポーツ、レジャー、

文化施設が少ない」の割合が増加しています。 

 

58.5 

32.3 

30.8 

20.0 

18.5 

12.3 

9.2 

7.7 

6.2 

9.2 

0.0 

0% 20% 40% 60%

買い物など生活の利便が悪い

医療、福祉施設が不足している

交通・通信の利便が悪い

スポーツ、レジャー、文化施設が少ない

居住環境が悪い

行事、人付き合いが面倒

子どもの教育が心配

安定した職が見つからない

自然環境が厳しい

その他

無回答

ｎ=65

問3付問 町外へ移転した

い理由
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■年齢別・性別集計 

（ｎ）

買
い
物

な
ど
生
活
の
利

便

が
悪
い

医
療
、

福
祉
施
設
が
不

足

し
て
い

る

交
通
・

通
信
の
利
便
が

悪

い ス
ポ
ー

ツ
、

レ
ジ
ャ
ー

、

文
化
施

設
が
少
な
い

居
住
環

境
が
悪
い

行
事
、

人
付
き
合
い
が

面

倒 子
ど
も

の
教
育
が
心
配

安
定
し

た
職
が
見
つ
か

ら

な
い

自
然
環

境
が
厳
し
い

そ
の
他

65 58.5% 32.3% 30.8% 20.0% 18.5% 12.3% 9.2% 7.7% 6.2% 9.2%

10・20代 15 80.0% 6.7% 46.7% 20.0% 26.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 13.3%

30代 12 50.0% 16.7% 33.3% 25.0% 8.3% 16.7% 16.7% 25.0% 8.3% 8.3%

40代 14 50.0% 50.0% 7.1% 35.7% 14.3% 28.6% 28.6% 14.3% 7.1% 7.1%

50代 12 50.0% 33.3% 25.0% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 16.7%

60代 7 42.9% 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0%

70代以上 5 80.0% 40.0% 60.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

男性 41 61.0% 36.6% 26.8% 17.1% 19.5% 14.6% 9.8% 2.4% 7.3% 7.3%

女性 23 52.2% 21.7% 34.8% 26.1% 17.4% 8.7% 8.7% 17.4% 0.0% 13.0%

全体

性
別

年
齢

 

 

■前回調査との比較 

今回 前回 増減

買い物など生活の利便が悪い 58.5% 75.0% -16.5

医療、福祉施設が不足している 32.3% 58.3% -26.0

交通・通信の利便が悪い 30.8% 12.5% 18.3

スポーツ、レジャー、文化施設が少ない 20.0% 2.1% 17.9

居住環境が悪い 18.5% 14.6% 3.9

行事、人付き合いが面倒 12.3% 8.3% 4.0

子どもの教育が心配 9.2% 18.8% -9.5

安定した職が見つからない 7.7% 2.1% 5.6

自然環境が厳しい 6.2% 4.2% 2.0

その他 9.2% 4.2% 5.1  
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問4 あなたは、幌延町はどんな町だと思いますか。それぞれの項目について、あなたの考えに近

いものを選んでください。（ア～ノについて、それぞれ１つに○） 

○ 幌延町はどんな町かについて、「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『肯定』が

最も多い項目は「交通事故や犯罪が少ないまち」（88.3％）で、次いで「上下水道、ごみ収

集など環境・衛生がよいまち」（77.1％）、「災害に強く、安心して暮らせるまち」

（61.3％）と続いています。 

○ 「さほど思わない」と「思わない」を合わせた『否定』が最も多い項目は「買い物に便

利なまち」（86.2％）で、次いで「働きがいのある職場が多く、活気のあるまち」

（80.4％）、「大型プロジェクトや企業誘致がすすんでいるまち」（77.4％）と続いていま

す。 

○ 年齢別にみると、「肯定」の項目は、すべての年代で「交通事故や犯罪が少ないまち」

が最も高く、次いで「上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち」が続いています。ま

た、10・20代、30代では「基幹産業の酪農が発展しているまち」が、30代以上では「子育

て支援が充実したまち」が上位に来ています。 

○ また、「否定」の項目では、すべての年代で「買い物に便利なまち」が最も高く、「働

きがいのある職場が多く、活気のあるまち」が上位に来ているほか、多くの年代で「生活文

化・芸術文化の高いまち」、「地域間交流や国際交流の進んだまち」、「観光資源に恵まれ

たまち」が高くなっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「子育て支援が充実したまち」、「保健・医療が充実した

まち」、「町並み景観のよい町」等を肯定する人の割合が高くなっています。 
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15.8

12.9

6.7

15.5

10.6

31.7

63.6

19.6

16.7

1.5

1.8

5.3

5.0

5.0

16.4

8.2

10.9

14.4

9.7

9.7
2.6

3.2

3.5

7.3

11.1

34.6

39.9

25.2

34.9

37.8

45.5

24.6

41.6

34.6

14.4

8.5

16.4

13.5

25.5

41.1

35.8

38.4

37.8

32.8

37.2

20.8

16.4

31.4

30.5

41.1

38.7

36.7

36.4

34.9

34.9

16.4

7.9

31.7

36.1

54.8

35.8

41.6

39.9

41.9

31.1

41.1

35.8

31.4

40.5

33.4

51.6

51.0

41.3

42.2

32.0

8.2

7.3

28.2

9.7

12.0
3.8

0.6

3.5

8.8

25.5

50.4

32.6

37.5

24.3

7.3

11.4

11.4

13.2

12.3

15.8

20.5

25.2

19.1

15.5

11.7

2.6

3.2

3.5

5.0

4.7
2.6

3.2

3.5

3.8

3.8

3.5

4.1

4.1
3.2

4.1
3.5

3.5

3.2

4.7

3.8

4.4

4.1

4.7

4.4

4.1

ア)町並み景観のよい町

イ)公園や緑地、河川等が整備されたまち

ウ)道路や交通の便がよいまち

エ)情報通信基盤が整備されたまち

オ)公営住宅等や宅地が整備されているまち

カ)上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち

キ)交通事故や犯罪が少ないまち

ク)災害に強く、安心して暮らせるまち

ケ)基幹産業の酪農が発展しているまち

コ)働きがいのある職場が多く、活気のあるまち

サ)買い物に便利なまち

シ)観光資源に恵まれたまち

ス)大型プロジェクトや企業誘致がすすんでいるまち

セ)保健・医療が充実したまち

ソ)子育て支援が充実したまち

タ)高齢者福祉が充実したまち

チ)地域で支え合っているまち

ツ)子どもの教育環境がよいまち

テ)生涯学習の機会に恵まれているまち

ト)スポーツ・レジャー施設が整備されたまち

ナ)生活文化・芸術文化の高いまち

ニ)地域間交流や国際交流の進んだまち

ヌ)住民の声がまちづくりに反映されるまち

ネ)効率的な行財政運営がされているまち

ノ)人情が厚く、思いやりや連帯感のあるまち

そう思う ややそう思う さほど思わない 思わない 無回答

ｎ=341
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■年齢別集計 

【10・20代】 

上位5項目 肯定 否定

交通事故や犯罪が少ないまち 85.1 14.9
上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち 74.5 25.5
基幹産業の酪農が発展しているまち 70.2 29.8
地域で支え合っているまち 70.2 29.8
人情が厚く、思いやりや連帯感のあるまち 66.0 34.0  

下位5項目 肯定 否定

買い物に便利なまち 10.6 89.4
大型プロジェクトや企業誘致がすすんでいるまち 14.9 85.1
観光資源に恵まれたまち 23.4 76.6
生活文化・芸術文化の高いまち 23.4 76.6
働きがいのある職場が多く、活気のあるまち 25.5 74.5  

【30代】 

上位5項目 肯定 否定

交通事故や犯罪が少ないまち 88.9 11.1
上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち 83.3 16.7
町並み景観のよい町 66.7 33.3
基幹産業の酪農が発展しているまち 66.7 33.3
子育て支援が充実したまち 66.7 33.3  

下位5項目 肯定 否定

買い物に便利なまち 11.1 88.9
観光資源に恵まれたまち 14.8 85.2
働きがいのある職場が多く、活気のあるまち 22.2 77.8
大型プロジェクトや企業誘致がすすんでいるまち 25.9 74.1
地域間交流や国際交流の進んだまち 25.9 74.1  

【40代】 

上位5項目 肯定 否定

交通事故や犯罪が少ないまち 93.2 6.8
上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち 76.3 23.7
公園や緑地、河川等が整備されたまち 59.3 40.7
災害に強く、安心して暮らせるまち 55.9 44.1
子育て支援が充実したまち 55.9 44.1  

下位5項目 肯定 否定

働きがいのある職場が多く、活気のあるまち 13.6 86.4
買い物に便利なまち 13.6 86.4
地域間交流や国際交流の進んだまち 13.6 86.4
道路や交通の便がよいまち 18.6 79.7
生活文化・芸術文化の高いまち 22.0 76.3  

【50代】 

上位5項目 肯定 否定

交通事故や犯罪が少ないまち 96.5 1.8
上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち 75.4 22.8
子育て支援が充実したまち 63.2 33.3
災害に強く、安心して暮らせるまち 59.6 38.6
公園や緑地、河川等が整備されたまち 54.4 43.9  

下位5項目 肯定 否定

買い物に便利なまち 10.5 86.0
地域間交流や国際交流の進んだまち 14.0 82.5
働きがいのある職場が多く、活気のあるまち 15.8 80.7
大型プロジェクトや企業誘致がすすんでいるまち 15.8 78.9
生活文化・芸術文化の高いまち 22.8 73.7  
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【60代】 

上位5項目 肯定 否定

交通事故や犯罪が少ないまち 91.0 4.5
上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち 80.6 14.9
災害に強く、安心して暮らせるまち 65.7 28.4
子育て支援が充実したまち 59.7 32.8
情報通信基盤が整備されたまち 56.7 34.3  

下位5項目 肯定 否定

買い物に便利なまち 4.5 89.6
働きがいのある職場が多く、活気のあるまち 9.0 85.1
大型プロジェクトや企業誘致がすすんでいるまち 13.4 82.1
観光資源に恵まれたまち 16.4 76.1
地域間交流や国際交流の進んだまち 14.9 76.1  

【70代】 

上位5項目 肯定 否定

交通事故や犯罪が少ないまち 76.4 10.9
上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち 74.5 16.4
災害に強く、安心して暮らせるまち 70.9 18.2
公営住宅等や宅地が整備されているまち 60.0 27.3
情報通信基盤が整備されたまち 58.2 30.9  

下位5項目 肯定 否定

買い物に便利なまち 12.7 76.4
働きがいのある職場が多く、活気のあるまち 12.7 74.5
大型プロジェクトや企業誘致がすすんでいるまち 12.7 72.7
地域間交流や国際交流の進んだまち 20.0 69.1
観光資源に恵まれたまち 21.8 65.5  

 

■性別集計 

【男性】 

上位5項目 肯定 否定

交通事故や犯罪が少ないまち 90.4 7.6
上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち 72.6 25.4
災害に強く、安心して暮らせるまち 60.4 37.6
人情が厚く、思いやりや連帯感のあるまち 56.3 41.6
基幹産業の酪農が発展しているまち 55.3 43.1  

下位5項目 肯定 否定

買い物に便利なまち 9.6 88.3
働きがいのある職場が多く、活気のあるまち 12.2 85.8
地域間交流や国際交流の進んだまち 17.3 80.7
大型プロジェクトや企業誘致がすすんでいるまち 22.8 74.6
観光資源に恵まれたまち 23.4 74.1  

【女性】 

上位5項目 肯定 否定

交通事故や犯罪が少ないまち 86.4 9.1
上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち 83.3 12.9
子育て支援が充実したまち 69.7 25.0
災害に強く、安心して暮らせるまち 62.1 32.6
子どもの教育環境がよいまち 53.8 41.7  

下位5項目 肯定 否定

買い物に便利なまち 11.4 83.3
大型プロジェクトや企業誘致がすすんでいるまち 13.6 80.3
観光資源に恵まれたまち 20.5 73.5
働きがいのある職場が多く、活気のあるまち 20.5 73.5
生活文化・芸術文化の高いまち 22.0 72.7  
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■前回調査との比較 

そう思う ややそう
思う

さほど思
わない

思わない

町並み景観のよい町 5.2 5.8 -4.2 -11.5

公園や緑地、河川等が整備されたまち -0.2 0.5 1.3 -3.8

道路や交通の便がよいまち -2.9 -7.1 5.6 1.9

情報通信基盤が整備されたまち -7.7 -4.5 5.1 3.1

公営住宅等や宅地が整備されているまち -7.6 -0.6 4.1 0.4

上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち -4.7 0.0 3.8 -0.7

基幹産業の酪農が発展しているまち 2.1 -6.8 4.8 -2.8

働きがいのある職場が多く、活気のあるまち 0.5 0.8 7.8 -11.9

買い物に便利なまち 0.3 -0.6 5.5 -7.7

観光資源に恵まれたまち 1.8 6.8 -0.8 -10.3

大型プロジェクトや企業誘致がすすんでいるまち 1.0 -4.7 8.6 -8.0

保健・医療が充実したまち 0.5 10.9 -2.0 -11.6

子育て支援が充実したまち 9.3 12.3 -12.8 -11.9

高齢者福祉が充実したまち 2.6 -0.6 0.2 -4.3

子どもの教育環境がよいまち 4.3 1.9 -6.0 -1.4

生涯学習の機会に恵まれているまち 1.1 -1.5 -0.4 -2.3

スポーツ・レジャー施設が整備されたまち 0.1 -1.7 -3.5 2.2

生活文化・芸術文化の高いまち 1.1 1.6 -1.9 -3.7

地域間交流や国際交流の進んだまち 2.2 3.3 -5.1 -3.6

住民の声がまちづくりに反映されるまち 1.0 6.1 -6.7 -3.6

効率的な行財政運営がされているまち 1.7 2.2 -4.3 -2.2

人情が厚く、思いやりや連帯感のあるまち -0.5 1.7 0.7 -4.5  
 

 

【そう思う＋ややそう思う（肯定）が増加し、 

さほど思わない＋思わない（否定）が減少した項目（上位 5項目）】 

肯定 否定

子育て支援が充実したまち 21.6 -24.7

保健・医療が充実したまち 11.4 -13.5

町並み景観のよい町 11.0 -15.7

観光資源に恵まれたまち 8.6 -11.1

住民の声がまちづくりに反映されるまち 7.1 -10.3  

 

【さほど思わない＋思わない（否定）が増加し、 

そう思う＋ややそう思う（肯定）が減少した項目（上位 5項目）】 

肯定 否定

情報通信基盤が整備されたまち -12.2 8.2

道路や交通の便がよいまち -9.9 7.4

公営住宅等や宅地が整備されているまち -8.2 4.5

上下水道、ごみ収集など環境・衛生がよいまち -4.8 3.1

基幹産業の酪農が発展しているまち -4.7 2.0  
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問5 あなたは、幌延町がこの１０年間でどのように変わったと思いますか。 

（ア～シについて、それぞれ１つに○） 

○ この 10 年間の幌延町の変化について、「良くなった」項目は、「子育てのしやすさ」

が 26.4％で最も高く、次いで「健康づくり・介護予防の取組」（25.2％）、「交通の状態

(利便性)」（20.5％）と続いています 

○ 一方、「悪くなった」項目では、「買い物環境の状態」が 30.5％で最も高く、次いで

「地域の活気」（27.9％）、「交通の状態(利便性)」（24.9％）と続いています。 

○ 年齢別にみると、特に 30 代、40 代で「子育てのしやすさ」が「良くなった」と回答す

る人の割合が高くなっています。また、60 代以上では「健康づくり・介護予防の取組」で

「良くなった」とする回答が約 4割でも最も高くなっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「交通の状態（利便性）」は、「良くなった」が減少し、

「悪くなった」が増加しています。また、「祭り、行事」、「地域の活気」は、「悪くなっ

た」が減少し、「変わらない」が増加しています。 

20.5

8.5

10.0

5.0

3.8

5.6

3.2

3.2

26.4

10.3

13.8

25.2

46.6

76.2

68.6

56.0

72.7

70.4

59.8

67.7

58.1

68.6

71.0

60.1

24.9

6.2

11.7

30.5

14.1

15.2

27.9

19.4

4.1

11.4

5.6

5.6

7.9

9.1

9.7

8.5

9.4

8.8

9.1

9.7

11.4

9.7

9.7

9.1

ア)交通の状態(利便性)

イ)自然環境の状態

ウ)生活環境の状態

エ)買い物環境の状態

オ)地域の連帯感

カ)祭り、行事

キ)地域の活気

ク)働く場・働きやすさ

ケ)子育てのしやすさ

コ)高齢者の暮らしやすさ

サ)災害時の安全・安心

シ)健康づくり・介護予防の取組

良くなった 変わらない 悪くなった 無回答

ｎ=341
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■年齢別集計 

【10・20代】 

上位5項目 良くなった

交通の状態(利便性) 21.3
子育てのしやすさ 19.1
自然環境の状態 12.8
生活環境の状態 12.8
高齢者の暮らしやすさ 10.6

上位5項目 悪くなった

交通の状態(利便性) 17.0
地域の活気 17.0
働く場・働きやすさ 14.9
買い物環境の状態 12.8
地域の連帯感 12.8  

【30代】 

上位5項目 良くなった

子育てのしやすさ 38.9
交通の状態(利便性) 29.6
災害時の安全・安心 14.8
健康づくり・介護予防の取組 13.0
買い物環境の状態 11.1

上位5項目 悪くなった

交通の状態(利便性) 13.0
地域の活気 13.0
買い物環境の状態 11.1
祭り、行事 11.1
地域の連帯感 11.1  

【40代】 

上位5項目 良くなった

子育てのしやすさ 32.2
健康づくり・介護予防の取組 22.0
交通の状態(利便性) 16.9
災害時の安全・安心 15.3
生活環境の状態 13.6

上位5項目 悪くなった

買い物環境の状態 33.9
地域の活気 33.9
交通の状態(利便性) 28.8
働く場・働きやすさ 27.1
祭り、行事 18.6  

【50代】 

上位5項目 良くなった

子育てのしやすさ 22.8
健康づくり・介護予防の取組 21.1
交通の状態(利便性) 15.8
自然環境の状態 10.5
災害時の安全・安心 10.5

上位5項目 悪くなった

買い物環境の状態 29.8
地域の活気 29.8
交通の状態(利便性) 28.1
働く場・働きやすさ 19.3
祭り、行事 15.8  

【60代】 

上位5項目 良くなった

健康づくり・介護予防の取組 38.8
子育てのしやすさ 28.4
交通の状態(利便性) 19.4
災害時の安全・安心 14.9
生活環境の状態 11.9

上位5項目 悪くなった

買い物環境の状態 49.3
交通の状態(利便性) 35.8
地域の活気 35.8
働く場・働きやすさ 23.9
生活環境の状態 20.9  

【70代】 

上位5項目 良くなった

健康づくり・介護予防の取組 41.8
交通の状態(利便性) 21.8
災害時の安全・安心 18.2
子育てのしやすさ 16.4
高齢者の暮らしやすさ 16.4

上位5項目 悪くなった

買い物環境の状態 38.2
地域の活気 30.9
交通の状態(利便性) 21.8
祭り、行事 20.0
働く場・働きやすさ 18.2  

 

 



25 

■性別集計 

【男性】 

上位5項目 良くなった

交通の状態(利便性) 23.9
子育てのしやすさ 23.9
健康づくり・介護予防の取組 22.3
災害時の安全・安心 11.2
生活環境の状態 10.2

上位5項目 悪くなった

買い物環境の状態 33.0
地域の活気 32.0
交通の状態(利便性) 22.8
働く場・働きやすさ 22.8
祭り、行事 16.2  

【女性】 

上位5項目 良くなった

子育てのしやすさ 31.1
健康づくり・介護予防の取組 28.0
災害時の安全・安心 16.7
交通の状態(利便性) 15.9
高齢者の暮らしやすさ 15.2

上位5項目 悪くなった

交通の状態(利便性) 27.3
買い物環境の状態 26.5
地域の活気 22.7
祭り、行事 14.4
働く場・働きやすさ 14.4  

 

 

■前回調査との比較 

良くなった 変わらない 悪くなった

交通の状態(利便性) -28.0 7.7 18.8

自然環境の状態 -0.1 -4.1 1.1

生活環境の状態 -6.2 5.5 -2.4

買い物環境の状態 -1.1 8.0 -8.9

地域の連帯感 0.8 0.0 -3.6

祭り、行事 -0.5 12.8 -14.1

地域の活気 0.2 9.8 -12.5

子育てのしやすさ -3.9 4.1 -5.0

高齢者の暮らしやすさ -11.4 3.4 4.8

災害時の安全・安心 -8.9 1.3 4.6

健康づくり・介護予防の取組 -3.6 1.5 -0.5  

 

 

 



26 

Ⅱ-３．これからのまちづくりについて 

問6 今後、幌延町がまちづくりを進めるうえで、最も力を注ぐべき分野は何だと思いますか。

（１つに○） 

○ 今後のまちづくりで最も注力すべき分野について、「新産業の創出や企業誘致」が

21.4％で最も高く、次いで「保健・医療・福祉の充実など、安心して暮らせるまちづくり」

（19.4％）、「道路・交通・防災・住宅など生活環境の充実」（13.5％）と続いています 

○ 年齢別にみると、10・20代では「道路・交通・防災・住宅など生活環境の充実」の割

合が最も高く、70代以上では「保健・医療・福祉の充実など、安心して暮らせるまちづく

り」の割合が最も高くなっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「保健・医療・福祉の充実など、安心して暮らせるまちづ

くり」がやや減少し、「道路・交通・防災・住宅など生活環境の充実」の割合がやや増加し

ています。 

 

4.7 

11.7 

21.4 

13.5 

3.5 

8.2 

19.4 

8.8 

2.3 

3.2 

2.3 

0.9 

0% 10% 20% 30%

自然環境や景観を守るまちづくり

町の基幹産業である酪農の振興

新産業の創出や企業誘致

道路・交通・防災・住宅など生活環境の充実

少子化対策の充実

定住(移住)対策の充実

保健・医療・福祉の充実など、

安心して暮らせるまちづくり

子育て・教育など将来を担う

子どもたちを育むまちづくり

芸術・文化・スポーツなど豊かな

個性をいかすまちづくり

住民が主体となり、ボランティアや

コミュニティ活動が活発なまちづくり

その他

無回答

ｎ=341
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■年齢別・性別集計 

（ｎ）
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く
り

定
住

(

移
住

)

対
策
の

充
実

自
然
環

境
や
景
観
を
守

る
ま
ち
づ
く
り

少
子
化

対
策
の
充
実

住
民
が

主
体
と
な
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

活
動
が
活

発
な
ま
ち
づ
く
り

芸
術
・

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
豊
か
な
個

性
を

い
か
す

ま
ち
づ
く
り

そ
の
他

無
回
答

341 21.4% 19.4% 13.5% 11.7% 8.8% 8.2% 4.7% 3.5% 3.2% 2.3% 2.3% 0.9%

10・20代 47 14.9% 10.6% 23.4% 4.3% 4.3% 17.0% 6.4% 4.3% 4.3% 4.3% 6.4% 0.0%

30代 54 25.9% 13.0% 13.0% 13.0% 16.7% 11.1% 1.9% 1.9% 0.0% 1.9% 1.9% 0.0%

40代 59 23.7% 18.6% 8.5% 5.1% 15.3% 8.5% 6.8% 3.4% 5.1% 3.4% 0.0% 1.7%

50代 57 29.8% 12.3% 10.5% 14.0% 5.3% 7.0% 1.8% 5.3% 3.5% 5.3% 3.5% 1.8%

60代 67 19.4% 19.4% 17.9% 19.4% 6.0% 4.5% 6.0% 1.5% 3.0% 0.0% 3.0% 0.0%

70代以上 55 14.5% 40.0% 9.1% 12.7% 5.5% 3.6% 5.5% 5.5% 1.8% 0.0% 0.0% 1.8%

男性 197 26.9% 16.2% 10.7% 14.2% 7.1% 8.6% 5.1% 4.6% 2.0% 2.0% 2.0% 0.5%

女性 132 13.6% 22.0% 18.2% 8.3% 11.4% 7.6% 4.5% 2.3% 4.5% 3.0% 3.0% 1.5%

性
別

年
齢

全体

 

 

■前回調査との比較 

今回 前回 増減

新産業の創出や企業誘致 21.4% 25.3% -3.9

保健・医療・福祉の充実など、安心して暮らせるまちづくり 19.4% 27.8% -8.4

道路・交通・防災・住宅など生活環境の充実 13.5% 5.1% 8.4

町の基幹産業である酪農の振興 11.7% 14.6% -2.9

子育て・教育など将来を担う子どもたちを育むまちづくり 8.8% 8.6% 0.2

定住(移住)対策の充実 8.2% 7.1% 1.1

自然環境や景観を守るまちづくり 4.7% 2.5% 2.2

少子化対策の充実 3.5% 2.0% 1.5

住民が主体となり、ボランティアやコミュニティ活動が活発なまちづくり 3.2% 3.0% 0.2

芸術・文化・スポーツなど豊かな個性をいかすまちづくり 2.3% 2.0% 0.3

その他 2.3% 1.5% 0.8  
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問7 少子化に歯止めをかけ、若者の定住・移住を促進するために、どのような取組に力を入れる

べきだと思いますか。（主なもの３つまでに○） 

○ 少子化対策、若者の定住・移住促進のために力を入れる取組について、「若い世代の雇

用・就労環境の充実や生活の安定」が 77.4％で最も高く、次いで「若者や子育て世代が暮

らしやすい生活環境の整備」（55.7％）、「子育てと仕事を両立できる職場環境づくり」

（39.3％）と続いています。 

○ 年齢別にみると、10・20代では他の年代に比べて「男女の出会いの場づくり」の割合

が高くなっています。 

○ 出身地別にみると、道外から転入してきた人では、幌延町出身もしくは道内から転入し

てきた人と比べて「子育て支援の充実」の割合が高くなっています。 

 

77.4 

55.7 

39.3 

22.6 

17.3 

14.4 

13.5 

7.3 

4.1 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80%

若い世代の雇用・就労環境の充実や生活の安定

若者や子育て世代が暮らしやすい生活環境の整備

子育てと仕事を両立できる職場環境づくり

子育て支援の充実

男女の出会いの場づくり

地域で子育てを支える環境づくり

妊娠・出産への支援の充実

多子世帯への支援の充実

その他

無回答

ｎ=341

問7 若者の定住・移住を促進するために、力を入れるべき取組
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■年齢別・性別・出身地別集計 

（ｎ）

若
い
世

代
の
雇
用
・
就

労
環
境

の
充
実

や
生
活
の
安
定

若
者
や

子
育
て
世
代
が

暮
ら
し

や
す
い

生
活
環
境
の
整

備

子
育
て

と
仕
事
を
両
立

で
き
る

職
場
環

境
づ
く
り

子
育
て

支
援
の
充
実

男
女
の

出
会
い
の
場
づ

く
り

地
域
で

子
育
て
を
支
え

る
環
境

づ
く
り

妊
娠
・

出
産
へ
の
支
援

の
充
実

多
子
世

帯
へ
の
支
援
の

充
実

そ
の
他

無
回
答

341 77.4% 55.7% 39.3% 22.6% 17.3% 14.4% 13.5% 7.3% 4.1% 2.1%

10・20代 47 55.3% 48.9% 31.9% 25.5% 31.9% 10.6% 14.9% 4.3% 6.4% 0.0%

30代 54 74.1% 66.7% 33.3% 29.6% 11.1% 16.7% 13.0% 13.0% 1.9% 0.0%

40代 59 83.1% 54.2% 44.1% 32.2% 11.9% 11.9% 16.9% 8.5% 3.4% 0.0%

50代 57 87.7% 56.1% 38.6% 19.3% 19.3% 7.0% 14.0% 5.3% 5.3% 3.5%

60代 67 83.6% 59.7% 40.3% 17.9% 11.9% 17.9% 14.9% 6.0% 4.5% 1.5%

70代以上 55 78.2% 47.3% 45.5% 12.7% 20.0% 20.0% 7.3% 7.3% 3.6% 7.3%

男性 197 82.2% 59.9% 37.6% 23.4% 19.3% 12.2% 12.2% 8.6% 4.1% 0.5%

女性 132 70.5% 51.5% 39.4% 22.0% 15.2% 16.7% 15.9% 6.1% 4.5% 4.5%

幌延町生まれ 62 87.1% 54.8% 46.8% 12.9% 24.2% 14.5% 8.1% 8.1% 3.2% 0.0%

町外居住経験あり 47 74.5% 55.3% 44.7% 21.3% 10.6% 12.8% 19.1% 8.5% 6.4% 0.0%

道内の他市町村から転入 183 74.9% 55.7% 41.0% 23.5% 15.8% 14.8% 14.2% 6.0% 2.2% 3.3%

道外から転入 47 80.9% 59.6% 17.0% 34.0% 21.3% 12.8% 12.8% 10.6% 10.6% 0.0%

出
身
地

年
齢

性
別

全体
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問8 幌延町の産業振興について、どのような取組に力を入れるべきだと思いますか。 

（主なもの３つまでに○） 

○ 町の産業振興のために力を入れるべき取組について、「農業後継者、新規就農者の育成

や受け入れを進める」が 54.3％で最も高く、次いで「企業誘致により雇用の場を広げる」

（45.7％）、「地場産品を活用した新産業の創出を図る」（36.1％）と続いています。 

○ 年齢別にみると、特に 60代以上で「農業後継者、新規就農者の育成や受け入れを進め

る」の割合が高く、40代以下では「企業誘致により雇用の場を広げる」の割合が最も高く

なっています。また、40代では「体験農業や観光農業など観光に結びついた農業の振興を

進める」、10・20代では「観光レクリエーション関連産業を振興する」の割合が、他の年

代に比べて高くなっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「魅力ある商店街の形成を進める」等の割合がやや減少し

ています。 

 

54.3 

45.7 

36.1 

27.9 

27.6 

23.2 

16.1 

11.7 

7.9 

4.1 

3.2 

0% 20% 40% 60%

農業後継者、新規就農者の育成や受け入れを進める

企業誘致により雇用の場を広げる

地場産品を活用した新産業の創出を図る

体験農業や観光農業など観光に

結びついた農業の振興を進める

魅力ある商店街の形成を進める

新しい産業や技術開発を支援する

観光レクリエーション関連産業を振興する

農業基盤(農道・用排水路等)を整備する

コミュニティビジネス(地域の課題をNPO等が有償

サービスとして提供)を支援する

その他

無回答

ｎ=341

問8 幌

延町の

産業振

興につ

いて、

力を入

れるべ

き取組
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■年齢別・性別・職業別集計 

（ｎ）

農
業
後

継
者
、

新
規
就

農
者
の
育
成

や
受
け

入
れ
を
進
め
る

企
業
誘

致
に
よ
り
雇
用

の
場
を
広
げ

る 地
場
産

品
を
活
用
し
た

新
産
業
の
創

出
を
図

る

体
験
農

業
や
観
光
農
業

な
ど
観
光
に

結
び
つ

い
た
農
業
の
振

興
を
進
め
る

魅
力
あ

る
商
店
街
の
形

成
を
進
め
る

新
し
い

産
業
や
技
術
開

発
を
支
援
す

る 観
光
レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
関
連
産
業

を
振
興

す
る

農
業
基

盤

(
農
道
・
用

排
水
路
等

)

を
整
備

す
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ

ス
を
支
援
す

る そ
の
他

無
回
答

341 54.3% 45.7% 36.1% 27.9% 27.6% 23.2% 16.1% 11.7% 7.9% 4.1% 3.2%

10・20代 47 42.6% 46.8% 25.5% 23.4% 25.5% 25.5% 25.5% 8.5% 2.1% 4.3% 4.3%

30代 54 50.0% 51.9% 25.9% 42.6% 29.6% 20.4% 20.4% 11.1% 1.9% 0.0% 0.0%

40代 59 52.5% 54.2% 45.8% 27.1% 28.8% 16.9% 16.9% 3.4% 10.2% 5.1% 1.7%

50代 57 47.4% 43.9% 43.9% 33.3% 24.6% 24.6% 17.5% 8.8% 12.3% 7.0% 3.5%

60代 67 64.2% 31.3% 40.3% 22.4% 28.4% 28.4% 10.4% 19.4% 10.4% 6.0% 3.0%

70代以上 55 67.3% 49.1% 32.7% 20.0% 29.1% 23.6% 9.1% 18.2% 7.3% 1.8% 7.3%

男性 197 54.8% 52.3% 34.5% 23.9% 22.8% 29.9% 17.3% 13.7% 9.1% 4.6% 1.0%

女性 132 53.0% 37.1% 37.1% 34.8% 35.6% 12.9% 15.2% 9.1% 5.3% 3.0% 6.8%

農林水産業(自営) 21 66.7% 19.0% 52.4% 19.0% 23.8% 28.6% 9.5% 42.9% 9.5% 9.5% 0.0%

農林水産業(勤務) 3 66.7% 66.7% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

製造業・建設業(自営) 3 33.3% 100% 33.3% 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

製造業・建設業(勤務) 30 50.0% 66.7% 26.7% 13.3% 33.3% 33.3% 26.7% 3.3% 3.3% 6.7% 3.3%

卸小売、飲食業(自営) 2 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

卸小売、飲食業(勤務) 1 100% 0.0% 100% 0.0% 0.0% 0.0% 100% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他サービス業等(自営) 6 83.3% 50.0% 33.3% 16.7% 66.7% 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0%

その他サービス業等(公務員含む)(勤務) 114 49.1% 50.0% 29.8% 31.6% 28.1% 21.9% 15.8% 10.5% 10.5% 6.1% 0.9%

主婦(夫)(パート含む) 61 54.1% 37.7% 41.0% 39.3% 34.4% 9.8% 18.0% 8.2% 4.9% 1.6% 6.6%

無職 55 61.8% 43.6% 45.5% 23.6% 23.6% 30.9% 7.3% 10.9% 9.1% 1.8% 5.5%

その他 36 58.3% 38.9% 30.6% 33.3% 16.7% 30.6% 22.2% 8.3% 2.8% 2.8% 2.8%

性
別

職
業

年
齢

全体

 

 

■前回調査との比較 

今回 前回 増減

農業後継者、新規就農者の育成や受け入れを進める 54.3% 51.0% 3.2

企業誘致により雇用の場を広げる 45.7% 51.5% -5.8

地場産品を活用した新産業の創出を図る 36.1% 30.8% 5.3

体験農業や観光農業など観光に結びついた農業の振興を進める 27.9% 34.3% -6.5

魅力ある商店街の形成を進める 27.6% 36.9% -9.3

新しい産業や技術開発を支援する 23.2% 25.8% -2.6

観光レクリエーション関連産業を振興する 16.1% 17.2% -1.0

農業基盤(農道・用排水路等)を整備する 11.7% 11.6% 0.1

コミュニティビジネスを支援する 7.9% 11.6% -3.7

その他 4.1% 2.0% 2.1  
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問9 幌延町の住みよい生活環境づくりのために、どのような取組に力を入れるべきだと思います

か。（主なもの３つまでに○） 

○ 住みよい生活環境づくりのために力を入れるべき取組について、「公営住宅など住宅環

境の整備を進める」が 51.6％で最も高く、次いで「宅地を造成し、居住環境の整備を進め

る」（41.3％）、「公園や緑地、水辺など憩いの空間の整備を進める」（33.4％）と続いて

います。 

○ 年齢別にみると、特に 30代、40代で「公営住宅など住宅環境の整備を進める」の割合

が高くなっています。70代以上では「公園や緑地、水辺など憩いの空間の整備を進める」

の割合が最も高くなっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「公営住宅など住宅環境の整備を進める」の割合が増加し、

「公園や緑地、水辺など憩いの空間の整備を進める」、「道路や河川の整備を進める」等の

割合が減少しています。 

51.6 

41.3 

33.4 

27.9 

22.3 

17.6 

17.0 

15.5 

4.4 

8.2 

2.1 

0% 20% 40% 60%

公営住宅など住宅環境の整備を進める

宅地を造成し、居住環境の整備を進める

公園や緑地、水辺など憩いの空間の整備を進める

自然環境や景観を守る

道路や河川の整備を進める

消防・救急機能を充実させる

ごみ処理対策の充実など、環境衛生対策を充実させる

防災対策を充実させる

交通安全対策を充実させる

その他

無回答

ｎ=341

問9 幌延町の住みよい生活環境づくりのために、力を入れるべき取組
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■年齢別・性別・居住地区別集計 

（ｎ）

公
営
住

宅
な
ど
住
宅
環

境
の
整
備

を
進
め

る

宅
地
を

造
成
し
、

居
住

環
境
の
整

備
を
進

め
る

公
園
や

緑
地
、

水
辺
な

ど
憩
い
の

空
間
の

整
備
を
進
め
る

自
然
環

境
や
景
観
を
守

る

道
路
や

河
川
の
整
備
を

進
め
る

消
防
・

救
急
機
能
を
充

実
さ
せ
る

ご
み
処

理
対
策
の
充
実

な
ど
、

環

境
衛
生

対
策
を
充
実
さ

せ
る

防
災
対

策
を
充
実
さ
せ

る

交
通
安

全
対
策
を
充
実

さ
せ
る

そ
の
他

無
回
答

341 51.6% 41.3% 33.4% 27.9% 22.3% 17.6% 17.0% 15.5% 4.4% 8.2% 2.1%

10・20代 47 53.2% 51.1% 29.8% 17.0% 25.5% 10.6% 19.1% 12.8% 2.1% 10.6% 2.1%

30代 54 68.5% 42.6% 42.6% 24.1% 18.5% 13.0% 9.3% 16.7% 1.9% 5.6% 0.0%

40代 59 61.0% 47.5% 30.5% 27.1% 16.9% 16.9% 10.2% 18.6% 5.1% 8.5% 1.7%

50代 57 47.4% 26.3% 31.6% 26.3% 19.3% 19.3% 24.6% 10.5% 0.0% 14.0% 3.5%

60代 67 44.8% 43.3% 25.4% 34.3% 28.4% 19.4% 16.4% 13.4% 10.4% 9.0% 3.0%

70代以上 55 38.2% 40.0% 43.6% 34.5% 25.5% 25.5% 23.6% 20.0% 5.5% 1.8% 1.8%

男性 197 53.8% 43.7% 30.5% 28.4% 27.9% 16.2% 18.3% 15.7% 4.6% 8.6% 2.0%

女性 132 50.0% 37.9% 40.2% 27.3% 15.2% 17.4% 15.2% 15.9% 4.5% 6.8% 2.3%

上問寒 2 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中問寒 2 100% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 100% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

問寒別・雄興 45 51.1% 26.7% 40.0% 22.2% 28.9% 26.7% 22.2% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0%

開進 4 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0%

上幌延 4 75.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

下沼・浜里 9 44.4% 66.7% 22.2% 55.6% 11.1% 11.1% 22.2% 0.0% 22.2% 11.1% 0.0%

幌延市街 249 51.8% 43.4% 33.7% 27.3% 22.1% 16.1% 16.9% 16.9% 4.4% 8.8% 1.6%

北進・字幌延 21 42.9% 52.4% 38.1% 33.3% 23.8% 19.0% 9.5% 14.3% 9.5% 0.0% 9.5%

年
齢

性
別

居
住
地
区

全体

 

 

■前回調査との比較 

今回 前回 増減

公営住宅など住宅環境の整備を進める 51.6% 37.9% 13.7

宅地を造成し、居住環境の整備を進める 41.3% 35.4% 6.0

公園や緑地、水辺など憩いの空間の整備を進める 33.4% 46.0% -12.5

自然環境や景観を守る 27.9% 36.9% -9.0

道路や河川の整備を進める 22.3% 34.3% -12.1

消防・救急機能を充実させる 17.6% 24.7% -7.2

ごみ処理対策の充実など、環境衛生対策を充実させる 17.0% 25.3% -8.2

防災対策を充実させる 15.5% 18.7% -3.1

交通安全対策を充実させる 4.4% 5.1% -0.7

その他 8.2% 4.0% 4.2  

 



34 

問10 幌延町の医療・福祉のために、積極的に取り組むべきものは何だと思いますか。 

（主なもの３つまでに○） 

○ 医療・福祉のために積極的に取り組むべきことについて、「医療体制(医師の確保、設

備の整備)を充実させる」が 63.3％で最も高く、次いで「病気になる前の予防事業を推進す

る」（39.6％）、「誰もが利用しやすい公共施設の整備を進める」（34.3％）と続いていま

す 

○ 年齢別にみると、30代では「子育て支援対策を充実させる」の割合が他の年代に比べ

て高くなっています。また、年齢が上がるにつれて「高齢者の知恵や経験を生かせる場の整

備」の割合が高くなっているほか、70代以上では「高齢者や心身に障害のある方の積極的

な社会参加を支援する」の割合が他の年代に比べて高くなっています。 

○ 性別にみると、男性では女性に比べて「病気になる前の予防事業を推進する」、「子育

て支援対策を充実させる」の割合が高く、女性では男性に比べて「高齢者や心身に障害のあ

る方の積極的な社会参加を支援する」、「高齢者の知恵や経験を生かせる場の整備」の割合

が高くなっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「子育て支援対策を充実させる」、「高齢者の知恵や経験

を生かせる場の整備」等の割合が減少しています。 

 

63.3 

39.6 

34.3 

33.1 

30.2 

22.9 

22.9 

2.6 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80%

医療体制(医師の確保、設備の整備)を充実させる

病気になる前の予防事業を推進する

誰もが利用しやすい公共施設の整備を進める

各種検診などを充実させる

子育て支援対策を充実させる

高齢者や心身に障害のある方の積極的な社会参加を支援する

高齢者の知恵や経験を生かせる場の整備

その他

無回答

ｎ=341

問10 幌延町の医療・福祉のために、積極的に取り組むべきもの
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■年齢別・性別集計 

（ｎ）

医
療
体

制

(

医
師
の
確

保
、

設
備
の

整
備

)

を
充
実

さ
せ

る 病
気
に

な
る
前
の
予
防

事
業

を
推
進

す
る

誰
も
が

利
用
し
や
す
い

公
共

施
設
の

整
備
を
進
め
る

各
種
検

診
な
ど
を
充
実

さ
せ

る 子
育
て

支
援
対
策
を
充

実
さ

せ
る

高
齢
者

や
心
身
に
障
害

の
あ

る
方
の

積
極
的
な
社
会

参
加

を
支
援

す
る

高
齢
者

の
知
恵
や
経
験

を
生

か
せ
る

場
の
整
備

そ
の
他

無
回
答

341 63.3% 39.6% 34.3% 33.1% 30.2% 22.9% 22.9% 2.6% 2.6%

10・20代 47 70.2% 23.4% 46.8% 42.6% 25.5% 12.8% 6.4% 2.1% 2.1%

30代 54 77.8% 35.2% 35.2% 33.3% 46.3% 9.3% 13.0% 0.0% 1.9%

40代 59 64.4% 40.7% 35.6% 25.4% 33.9% 28.8% 23.7% 3.4% 0.0%

50代 57 63.2% 40.4% 29.8% 26.3% 26.3% 24.6% 24.6% 7.0% 5.3%

60代 67 56.7% 46.3% 34.3% 34.3% 29.9% 20.9% 29.9% 1.5% 4.5%

70代以上 55 50.9% 45.5% 27.3% 38.2% 20.0% 40.0% 34.5% 1.8% 1.8%

男性 197 65.0% 43.1% 38.1% 35.5% 35.5% 16.8% 18.8% 3.6% 1.0%

女性 132 61.4% 31.8% 31.1% 30.3% 22.7% 31.1% 28.0% 0.8% 5.3%

性
別

年
齢

全体

 

 

■前回調査との比較 

今回 前回 増減

医療体制(医師の確保、設備の整備)を充実させる 63.3% 69.7% -6.4

病気になる前の予防事業を推進する 39.6% 39.9% -0.3

誰もが利用しやすい公共施設の整備を進める 34.3% 28.3% 6.0

各種検診などを充実させる 33.1% 35.9% -2.7

子育て支援対策を充実させる 30.2% 41.4% -11.2

高齢者や心身に障害のある方の積極的な社会参加を支援する 22.9% 24.2% -1.4

高齢者の知恵や経験を生かせる場の整備 22.9% 31.3% -8.4

その他 2.6% 3.5% -0.9  

 

 



36 

問11 幌延町の「人づくり」において、必要なことは何だと思いますか。 

（主なもの３つまでに○）） 

○ 「人づくり」において必要なことについて、「学校施設・設備など教育環境を充実させ

る」が 38.7％で最も高く、次いで「情報化社会に対応した学習機会を充実させる」

（38.1％）、「青少年の参加型体験学習を推進する」（35.2％）と続いています。 

○ 年齢別にみると、60代では「青少年の参加型体験学習を推進する」の割合が最も高く

なっています。また、30代以下では「コミュニティスペース、体育館、スポーツ公園等の

施設を充実させる」の割合が他の年代に比べて高くなっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「情報化社会に対応した学習機会を充実させる」の割合が

増加し、「コミュニティスペース、体育館、スポーツ公園等の施設を充実させる」の割合が

減少しています。 

 

38.7 

38.1 

35.2 

29.6 

25.5 

24.9 

22.6 

16.7 

4.4 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40%

学校施設・設備など教育環境を充実させる

情報化社会に対応した学習機会を充実させる

青少年の参加型体験学習を推進する

コミュニティスペース、体育館、スポーツ公園等

の施設を充実させる

地域に開かれた学校づくりを推進する

文化、体育サークル活動を活発化させる

講演会やコンサート等の開催を推進する

青少年に対する芸術・文化の鑑賞機会を拡大する

その他

無回答

ｎ=341

問11 幌延町の「人づくり」において、必要なこと
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■年齢別・性別集計 

（ｎ）

学
校
施

設
・
設
備
な
ど

教
育
環
境
を
充
実

さ
せ
る

情
報
化

社
会
に
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応
し

た
学
習
機
会
を
充

実
さ
せ

る

青
少
年

の
参
加
型
体
験

学
習
を
推
進
す
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー

ス
、

体
育
館
、

ス

ポ
ー

ツ

公
園
等
の
施
設

を
充
実
さ
せ
る

地
域
に

開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
を
推
進
す

る 文
化
、

体
育
サ
ー

ク
ル

活
動
を
活
発
化
さ

せ
る

講
演
会

や
コ
ン
サ
ー

ト

等
の
開
催
を
推
進

す
る

青
少
年

に
対
す
る
芸
術

・
文
化
の
鑑
賞
機

会
を
拡

大
す
る

そ
の
他

無
回
答

341 38.7% 38.1% 35.2% 29.6% 25.5% 24.9% 22.6% 16.7% 4.4% 5.9%

10・20代 47 46.8% 25.5% 23.4% 42.6% 19.1% 31.9% 23.4% 10.6% 2.1% 4.3%

30代 54 42.6% 27.8% 33.3% 38.9% 25.9% 31.5% 20.4% 16.7% 0.0% 0.0%

40代 59 44.1% 40.7% 33.9% 30.5% 25.4% 22.0% 23.7% 25.4% 11.9% 0.0%

50代 57 36.8% 31.6% 29.8% 31.6% 17.5% 21.1% 28.1% 24.6% 7.0% 5.3%

60代 67 34.3% 43.3% 46.3% 17.9% 35.8% 22.4% 22.4% 10.4% 3.0% 13.4%

70代以上 55 30.9% 56.4% 41.8% 18.2% 27.3% 23.6% 18.2% 12.7% 1.8% 10.9%

男性 197 43.1% 43.1% 34.5% 28.4% 26.9% 23.4% 24.9% 17.3% 5.1% 4.6%

女性 132 33.3% 31.1% 35.6% 31.1% 21.2% 27.3% 20.5% 17.4% 3.0% 7.6%

年
齢

性
別

全体

 

 

■前回調査との比較 

今回 前回 増減

学校施設・設備など教育環境を充実させる 38.7% 39.9% -1.2

情報化社会に対応した学習機会を充実させる 38.1% 28.3% 9.8

青少年の参加型体験学習を推進する 35.2% 34.3% 0.8

コミュニティスペース、体育館、スポーツ公園等の施設を充実させる 29.6% 38.9% -9.3

地域に開かれた学校づくりを推進する 25.5% 32.3% -6.8

文化、体育サークル活動を活発化させる 24.9% 25.8% -0.8

講演会やコンサート等の開催を推進する 22.6% 31.3% -8.7

青少年に対する芸術・文化の鑑賞機会を拡大する 16.7% 23.7% -7.0

その他 4.4% 4.0% 0.4  



38 

問12 幌延町の協働のまちづくりにおいて、必要なことは何だと思いますか。 

（主なもの３つまでに○） 

○ 協働のまちづくりにおいて必要なことについて、「住民の声を行政へ反映するしくみを

整備する」が 54.3％で最も高く、次いで「役場の情報をわかりやすく住民に伝え、共有す

る」（38.7％）、「町が行う事業や制度の評価を住民が行える体制を整備する」（25.5％）

と続いています。 

○ 年齢別にみると、特に 70代以上で「住民の声を行政へ反映するしくみを整備する」の

割合が高いほか、他の年代に比べて「住民と町職員との対話の機会を増やす」の割合が高く

なっています。30代では「役場の情報をわかりやすく住民に伝え、共有する」の割合が最

も高くなっています。 

○ 前回調査の結果と比べると、「住民と町職員との対話の機会を増やす」の割合が減少し

ています。 

 

54.3 

38.7 

25.5 

24.9 

24.0 

19.9 

19.6 

16.1 

8.5 

2.3 

5.3 

0% 20% 40% 60%

住民の声を行政へ反映するしくみを整備する

役場の情報をわかりやすく住民に伝え、共有する

町が行う事業や制度の評価を住民が行える体制を整備する

住民の自助・共助で出来ることへの町民の積極的な参加を促進する

住民と町職員の対話の機会を増やす

町内会などの地域コミュニティの活動を促進する

事業の企画段階から住民が参画できる体制を整備する

ボランティア活動の活性化を図る

審議会等各種委員の選定時に、広く住民から公募する

その他

無回答

ｎ=341

問12 幌延町の協働のまちづくりにおいて、必要なこと
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■年齢別・性別集計 

（ｎ）
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す
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の
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が
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体

制
を
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備
す
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ィ

ア
活
動
の

活
性
化
を
図
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会

等
各
種
委
員
の

選
定
時
に
、

広

く
住
民

か
ら
公
募
す
る

そ
の
他

無
回
答

341 54.3% 38.7% 25.5% 24.9% 24.0% 19.9% 19.6% 16.1% 8.5% 2.3% 5.3%

10・20代 47 51.1% 38.3% 10.6% 21.3% 21.3% 19.1% 21.3% 17.0% 4.3% 0.0% 4.3%

30代 54 46.3% 51.9% 33.3% 18.5% 24.1% 13.0% 11.1% 13.0% 11.1% 1.9% 5.6%

40代 59 52.5% 44.1% 30.5% 30.5% 13.6% 20.3% 20.3% 22.0% 5.1% 3.4% 3.4%

50代 57 47.4% 21.1% 28.1% 26.3% 19.3% 22.8% 29.8% 10.5% 10.5% 5.3% 8.8%

60代 67 59.7% 31.3% 31.3% 25.4% 28.4% 23.9% 16.4% 13.4% 11.9% 1.5% 6.0%

70代以上 55 67.3% 45.5% 16.4% 27.3% 38.2% 20.0% 20.0% 21.8% 7.3% 1.8% 3.6%

男性 197 54.3% 37.6% 28.9% 25.9% 26.4% 23.9% 23.4% 15.2% 7.6% 2.5% 3.0%

女性 132 53.8% 39.4% 22.0% 25.8% 18.2% 14.4% 13.6% 18.2% 10.6% 2.3% 8.3%

性
別

年
齢

全体

 

 

■前回調査との比較 

今回 前回 増減

住民の声を行政へ反映するしくみを整備する 54.3% 56.1% -1.8

役場の情報をわかりやすく住民に伝え、共有する 38.7% 39.9% -1.2

町が行う事業や制度の評価を住民が行える体制を整備する 25.5% 27.3% -1.8

住民の自助・共助で出来ることへの町民の積極的な参加を促進する 24.9% 17.2% 7.8

住民と町職員の対話の機会を増やす 24.0% 34.8% -10.8

町内会などの地域コミュニティの活動を促進する 19.9% 28.8% -8.8

事業の企画段階から住民が参画できる体制を整備する 19.6% 23.7% -4.1

ボランティア活動の活性化を図る 16.1% 20.2% -4.1

審議会等各種委員の選定時に、広く住民から公募する 8.5% 10.6% -2.1

その他 2.3% 2.5% -0.2  



40 

問13 これからのまちづくりは、行政と住民の協働が不可欠です。まちづくりにおいて「誰かが

何かを受け持つ」とすれば、あなたはどのような活動に参加したいと思いますか。（主な

もの３つまでに○） 

○ まちづくりにおいて参加したい活動について、「地元産品の利用や町内での買い物をこ

ころがける」が 36.7％で最も高く、次いで「自分の得意を活かすことの出来るボランティ

ア活動に参加する」（35.2％）、「祭り、各種大会、イベントなど、町や地区の行事に積極

的に参加し、協力する」（34.6％）と続いています 

○ 年齢別にみると、10・20代では「祭り、各種大会、イベントなど、町や地区の行事に

積極的に参加し、協力する」の割合が最も高くなっています。また、70代以上では、「地

域の問題についての話し合いに積極的に参加するなど、地域活動の推進役を担う」の割合が

他の年代に比べて高くなっています。 

36.7 

35.2 

34.6 

27.0 

23.8 

14.7 

14.1 

13.2 

12.9 

9.1 

8.8 

5.9 

1.8 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40%

地元産品の利用や町内での買い物をこころがける

自分の得意を活かすことの出来るボランティア活動に参加する

祭り、各種大会、イベントなど、町や地区の

行事に積極的に参加し、協力する

きれいな町をつくるため、清掃活動や環境美化活動に参加する

地域のスポーツ活動に参加したり、検診などの保健活動への

認識を高め、健康なまちづくりに参加する

特産品等の研究開発に参加・協力する

子ども会やPTA活動への協力など、明日を担う

青少年育成のための活動に参加する

自然保護・保全活動に参加する

交通安全や防犯・防災活動に協力する

郷土の歴史・文化を学び、守り育て、地域文化向上に貢献する

地域の問題についての話し合いに積極的に参加するなど、

地域活動の推進役を担う

積極的に各種委員会や協議会に参画し、意見を述べる

その他

無回答

ｎ=341
問13 参加し

たい活動
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■年齢別・性別集計 
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子
ど
も

会
や
P
T
A
活

動
へ
の

協
力
な

ど
、

明
日
を
担

う
青
少

年
育
成

の
た
め
の
活
動

に
参
加

す
る

341 36.7% 35.2% 34.6% 27.0% 23.8% 14.7% 14.1%

10・20代 47 31.9% 21.3% 55.3% 23.4% 23.4% 14.9% 12.8%

30代 54 42.6% 31.5% 46.3% 27.8% 29.6% 18.5% 31.5%

40代 59 39.0% 32.2% 33.9% 23.7% 28.8% 15.3% 25.4%

50代 57 43.9% 33.3% 28.1% 17.5% 19.3% 15.8% 10.5%

60代 67 32.8% 46.3% 23.9% 34.3% 16.4% 14.9% 3.0%

70代以上 55 30.9% 41.8% 27.3% 34.5% 27.3% 9.1% 3.6%

男性 197 30.5% 36.0% 33.5% 21.3% 22.3% 16.2% 12.2%

女性 132 47.0% 31.8% 37.1% 34.8% 25.8% 12.1% 17.4%

（ｎ）

自
然
保

護
・
保
全
活
動

に
参
加

す
る

交
通
安

全
や
防
犯
・
防

災
活
動

に
協
力

す
る

郷
土
の

歴
史
・
文
化
を

学
び
、

守
り
育

て
、

地
域
文
化

向
上
に

貢
献
す

る

地
域
の

問
題
に
つ
い
て

の
話
し

合
い
に

積
極
的
に
参
加

す
る
な

ど
、

地

域
活
動
の
推
進

役
を
担

う 積
極
的

に
各
種
委
員
会

や
協
議

会
に
参

画
し
、

意
見
を

述
べ
る

そ
の
他

無
回
答

341 13.2% 12.9% 9.1% 8.8% 5.9% 1.8% 5.0%

10・20代 47 8.5% 10.6% 4.3% 8.5% 2.1% 0.0% 4.3%

30代 54 9.3% 3.7% 5.6% 1.9% 1.9% 0.0% 1.9%

40代 59 15.3% 13.6% 5.1% 8.5% 5.1% 3.4% 0.0%

50代 57 12.3% 12.3% 10.5% 7.0% 12.3% 1.8% 10.5%

60代 67 14.9% 22.4% 11.9% 4.5% 3.0% 1.5% 6.0%

70代以上 55 18.2% 12.7% 16.4% 23.6% 9.1% 3.6% 5.5%

男性 197 14.2% 15.7% 11.2% 12.2% 8.1% 2.0% 5.1%

女性 132 12.1% 9.8% 5.3% 3.8% 2.3% 0.8% 4.5%

年
齢

性
別

年
齢

性
別

全体

全体
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Ⅱ-４．幌延町のまちづくりに対する意見・提案 

問14 最後に、幌延町のまちづくりに対するご意見、ご提案がありましたらご記入ください。 

○ その他・自由意見報告書参照 

 


